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「ロータリーの目的」OBJECT OF ROTARY

　ロータリーの目的は、意義ある事業の基盤として奉仕の理念を奨励し、

これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある：

第 1　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
第 2　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認

識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なも
のとすること；

第 3　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活にお
いて、日々、奉仕の理念を実践すること；

第 4　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際
理解、親善、平和を推進すること。

（RI 定款第 4 条、標準ロータリークラブ定款第 5 条）

四つのテスト
THE FOUR - WAY TEST

言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるか どうか
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職業奉仕ハイブリッドセミナープログラム 

  
  

                          司会：古⽥ 哲朗 

14：00 点 鐘 ガバナー  硯川 昭一 

14：01 国歌⻫唱「奉仕の理想」    

14：05 開会の挨拶 部⾨⻑  ⽊下  修 

14：10 ガバナー挨拶 ガバナー  硯川 昭⼀ 
14：20 講 演 パストガバナー  永⽥ 壮⼀ 

 演題「ロータリーの歴史に学ぶ職業奉仕」    

15：00 休 憩    
15：10 講 演 パストガバナー  ⽊下 光⼀ 

 演題「職業奉仕に惹かれてロータリーへ そして今」 

15：50 質疑応答    

15：55 閉会の挨拶 ガバナーエレクト  ⼤森 克磨 

16：00 点 鐘 ガバナー  硯川 昭⼀ 
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　本日は、職業奉仕ハイブリッドセミナーにご参加頂きありがとうございます。
ガバナーになりましてから、はや 5 か月が過ぎようとしています。就任早々、7 月 4 日に
は大分・熊本での豪雨によりまして、多くのロータリアンが被災されました。心からお見
舞い申し上げます。そういう中で、友情あふれるロータリアンの、仲間を支援する姿を目
の当たりにし、改めてロータリーの力強さを感じた次第です。特に、自分の職業を生かし
た活動が数多く見受けられました。被災した会員から防災拠点の提供を受け、まずは、自
分自身が大変なのに、その拠点の土砂を重機で排除し、活用できるように改修した建設業
関係のメンバー。そこに、日々変わるニーズに対応して、必要物資を届ける建設資材を取
り扱うメンバー。事業所、住宅から出た被災ゴミをいち早く撤去して応援した解体業者の
メンバー。いずれも適正な費用で、日ごろからの真摯な仕事ぶりが社員や取引業者さんを
動かし対応されました。被災された方々は感謝の気持ちと同時に今後何かあれば、ぜひ、
このメンバーに仕事をお願いしたいと感じたはずです。改めて、ロータリーは職業奉仕を
日々実践する仲間の集まりであることを実感し、誇りに思った次第です。
　さて、私は、ガバナーエレクト時代から、地区のセミナーの在り方をもっと合理的で、
負担の少ないものにしようと考えていました。例えば、複数の関連する部門が融合したり、
開催拠点を十分配慮したりし、満足度を高めたいと思っていました。そこにこのコロナ禍
でした。今まではロータリーでのオンライン化は非常に険しいものがあり、まだまだ先の
事かと思っていましたが、公式訪問を通じて、多くのクラブがその形はいろいろあるもの
の、オンライン化に取り組んでいらっしゃる姿を体験しました。
　今回のこのハイブリッドセミナーは大分・熊本同時開催でオンラインで繋ぐという画期
的なものです。移動時間が少なくて済む。感染予防もできる。さらに、会場に行けない方
はリモート参加。全てが初めてで、コロナ後においても、活用できる素晴らしい企画です。
ただ、私自身、会長エレクト研修会、地区研修・協議会を DVD 制作や ZOOM ウェビナー
でのオンライン開催と、かつてやったことのない、手探りのチャレンジをしました。もち
ろん、失敗も多くありましたが、まずは、前へ進む事です。「最も強いものが生き残るわ
けではなく、最も賢いものが生き続けるわけでもない。唯一生き残れるのは変化できるも
の」と、かのチャールズ・ダーウィンは述べています。どうぞ今日のお二人のパストガバ
ナーの素晴らしいご講演と新しい開催方法を体験して頂き、これからのロータリー活動の
ヒントにして頂きたいと思います。どうぞ新しい「機会の扉」を開かれてください。

ガバナー挨拶

国際ロータリー第 2720 地区

ガバナー　硯　川　昭　一
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　本日はコロナ禍の中、職業奉仕セミナーにご参加くださいまして誠にありがとうござい
ます。このような前代未聞の世界的なウイルス感染によって、すべての経済活動が一時的
にせよ中断し、我々の活動も全て中止となったことは驚くべき事態です。誠に残念でござ
います。
　私が所属しております熊本ロータリークラブは 1939 年に創立されました。しかし浅間
丸事件で解散後も熊本木曜会として例会は存続され、先輩たちは戦時中という困難な時代
でも例会を続けることの重要性を大切にしたのです。例会が休止となっても、私たちはロー
タリーの活動を止める訳にはいきません。時代に対応した新しいロータリーのあり様を研
究しなくてはならないのです。
　今回の職業奉仕セミナーは、二転三転する感染リスクレベルのなかで、我々はセミナー
のあり様を検討しました。会場の 3 密を避け、大分県と熊本県の 2 会場に分け、個別にセ
ミナーに参加でき、オンラインで会場を共有できるハイブリッドセミナーとすることに致
しました。講師は大分から木下光一パストガバナー、熊本から永田壮一パストガバナーに
お願いし、それぞれの会場から職業奉仕についてご講演を賜ることに致しました。このよ
うな大変な時期だからこそ、私たちはロータリー活動を再認識し、私たちがロータリーと
いう仲間でつながり、“親睦と奉仕”の両輪で光明を見い出す入口にしたいと思うのであ
ります。
　今年度の RI ホルガー・クナーク会長は、“親睦と職業奉仕を忘れてしまっては、ロータ
リーは衰退し、その影響力を失ってしまうでしょう”と言われております。我々は高いビ
ジネス倫理を持ち、そのロータリーから与えられた職業分類を私たちはセミナーで深く理
解し、同業者にその職業の貴さを伝達しなくてはなりません。
　今年度の職業奉仕のスローガンは、“Remember Paul Harris -ロータリーの原点を知る‐”
としました。職業奉仕を理解するうえで、ポールハリスがなぜロータリーを作ったのかを
知ることはとても重要です。硯川昭一ガバナーは“ロータリーには無限の可能性がある”
と言われております。皆さんで職業奉仕を理解し、社会にお役に立てる礎になってもらえ
れば嬉しく思います。
　最後となりましたが、2 会場をつなぐオンラインは 2720 Japan OKE クラブの皆様にお
手伝い頂いておりますことをご紹介させて頂きます。どうも有り難うございました。

職業奉仕部門長挨拶

国際ロータリー第 2720 地区

職業奉仕部門長　木　下　　修
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1949年生

1972年  

1977年  

1990年  

2015年  

京都大学工学部卒業			 

木下不動産鑑定事務所創業		

（株）地域科学研究所創業代表取締役就任	

（株）地域科学研究所ホールディングス設立代表取締役就任

（株）地域科学研究所代表取締役会長就任

現在に至る

【公　職】
 1988年

 1989年

 1989年

（社）別府青年会議所理事長

日本青年会議所大分ブロック協議会会長

大分県中小企業家同友会代表理事～ 2013 年まで

【ロータリー関係】
 1992年

 2007年

 2010年

 2012年

 2012-13年

 2012-15年

 2014-17年

 2014-15年

 2015年

 2017-18年

 2018年

 2018年

大分城西ロータリークラブ入会

大分城西ロータリークラブ会長

国際ロータリー第２７２０地区ガバナー

国際ロータリー第 3 ゾーンロータリー財団地域コーディネータ補佐

国際ロータリー第２７２０地区研修リーダー

ロータリー米山記念奨学会評議員

RIJYEC・RIJYEM 社員

ロータリー研究会第 1・2・3 ゾーン  実行委員長

RLI 地区代表委員

規定審議会地区補欠議員

国際ロータリー研修リーダー

国際ロータリー第２６８０地区 RI 会長代理

GETS チームリーダー

国際ロータリー第 2530 地区 RI 会長代理

ポールハリスフェロー、マルチプルフェロー、米山功労者、ベネファクター

メ ジ ャ ー ド ナ ー、 ポ ー ル ハ リ ス ソ サ エ テ ィ 会 員、 米 山 功 労 者 メ ジ ャ ー ド ナ ー

講演者　木下光一パストガバナー紹介
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テ
ス
ト
」
で
す
。
政
治
や
宗
教
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
び
と

の
倫
理
的
指
針
と
な
る
こ
の
テ
ス
ト
は
、
カ
国
語
以
上
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

•
言
行
は
こ
れ
に
照
ら
し
て
か
ら

•
真
実
か
ど
う
か

•
み
ん
な
に
公
平
か

•
好
意
と
友
情
を
深
め
る
か

•
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
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職
業
奉
仕
の
真
髄

•求
め
ら
れ
る
こ
と

•も
っ
と
も
効
果
的
に
継
続
的
に
成
果
を
あ
げ
る

•経
営
理
念
の
確
立

•戦
略
の
立
案
と
実
践

•人
財
の
獲
得
・
育
成

ク
ラ
ブ
は
一
番
大
切

•職
業
の
革
新
の
た
め
に
様
々
な
創
意
工
夫
を
す
る

•新
た
に
や
っ
た
こ
と
の
多
く
は
う
ま
く
行
か
な
い

•そ
ん
な
時
に
一
番
相
談
で
き
る
の
が
ク
ラ
ブ
の
仲
間

•一
人
で
は
で
き
な
い
奉
仕
活
動
を
始
め
ら
れ
る

•地
域
の
子
供
た
ち
は
宝
、
で
も
自
信
を
持
て
な
い
子
が
多
い

•自
分
の
可
能
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
体
験
を
提
供

•ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
て
、
支
え
合
う
こ
れ
が
で
き
る
の
は
ク
ラ
ブ
の

仲
間 •
奉
仕
の
心
で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら

こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

•親
睦
や
ク
ラ
ブ
奉
仕
が
あ
る
→
奉
仕
活
動
の
基
盤
づ
く
り

•ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
念
や
精
神
を
学
ぶ
→
奉
仕
活
動
を
生
み
出
す
柱

＝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
結
実

•ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
で
経
験
を
積
む

•家
庭
や
社
会
で
実
践

•い
つ
の
間
に
か
、
誰
も
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
よ
う

に
な
る
→
ロ
ー
タ
リ
ー
マ
ジ
ッ
ク

地
域
社
会
で
の
奉
仕
に
つ
い
て

•
最
大
の
も
の
は
自
ら
の
職
業
、
企
業
を
成
長
さ
せ
、
雇
用
や
、
経
済
的
果
実
を
生

み
出
し
、
地
域
社
会
に
還
元
す
る
こ
と

→
職
業
奉
仕
そ
の
も
の
で
は
な
い
か

•
国
や
制
度
に
頼
ら
な
い
で
、
自
ら
の
事
業
を
成
長
さ
せ
る
マ
イ
ン
ド
の
醸
成

•
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
そ
の
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と

•
経
済
的
弱
者
の
子
弟
の

I
CT
ス
キ
ル
の
向
上

子
供
食
堂
な
ど
で
教
え
る
仕
組
み
創

出

•
多
様
な
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
困
難
な
こ
と
を
実
現
し
て
行
く
体
験
の
提
供

•
青
少
年
交
換
、
留
学
生

•
そ
し
て
持
続
可
能
な
地
域
を
作
り
上
げ
る
こ
と
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
課
題
の
解
決

•
社
会
の
様
々
な
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解
決
す
る

•
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る

•
考
え
る
こ
と
、
解
釈
で
は
な
い

•
O
u
t
pu

tし
て
、
実
践
し
て
み
る

•
う
ま
く
行
か
な
け
れ
ば
再
度
考
え
る
、
こ
れ
の
繰
り
返
し

•
リ
ー
ダ
ー
に
も
っ
と
も
必
要
な
能
力

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ど
う
つ
く
る
か

•職
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

•人
生
観
、
人
間
観
を
表
し
て
い
る

•経
営
理
念
を
掲
げ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
事
業
を
運
営

す
る
、
そ
の
実
践
こ
そ
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
鍛
え
る

•人
材
が
集
ま
り
、
ま
た
育
っ
て
く
る

•中
長
期
的
な
職
業
、
企
業
の
成
長
を
も
た
ら
す

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
重
要

•リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
務
を
全
う
す
る
に
は
困
難
に
負
け
な
い
強
い
意
志

が
不
可
欠

•支
え
る
に
は
何
故
そ
れ
を
や
る
の
か
と
い
う
明
確
な
理
由
が
必
要

•そ
れ
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す

•そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
運
営
に
関
す
る
重
要
な
価
値
観
を
加
え
て
経
営
理
念

を
つ
く
る

経
営
者
・
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
能
力

•外
部
環
境
を
正
し
く
把
握
す
る

•目
標
を
設
定
す
る

•目
標
を
達
成
す
る
方
法
を
立
案
す
る

•内
部
組
織
を
掌
握
し
、
強
い
チ
ー
ム
を
作

る •ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
ま
で
チ
ー
ム
を
指
導

す
る

•チ
ー
ム
の
頑
張
り
を
賞
賛
し
、
感
謝
す
る
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人
間
尊
重
経
営

•
共
創

お
客
様
が
信
頼
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
の
改

良
を
強
く
求
め
ら
れ
る

•
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
や
企
業
に
対
し
て
愛
着
を
強
く
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
条
件

•
共
育

オ
ー
プ
ン
で
明
る
い
風
土

•
い
つ
で
も
学
べ
る
、
誰
か
ら
で
も
学
べ
る

•
学
び
続
け
る
マ
イ
ン
ド

•
人
財
の
採
用

定
期
的
な
採
用

人
手
が
足
り
な
い
か
ら
人
を
採
用
す
る
の
で

は
な
い •
若
い
人
を
採
用
し
て
育
て
て
行
く
の
で
、
い
つ
も
新
し
い
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
出
し
て
い
る

•
そ
の
結
果
、
企
業
も
人
も
成
長
す
る

•
人
の
成
長
が
企
業
の
根
幹

経
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド

•
共
創

お
客
様
と
共
に
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
磨
き
、
創
造
す
る

•
共
育

経
営
者
、
社
員
、
社
員
同
士
、
が
共
に
学
ぶ

•
「
場
」

風
土
を
造
る

時
間
が
か
か
る

•
若
い
人
の
定
期
採
用
、
共
育
、
昇
進

•
人
間
尊
重
経
営

企
業
版
職
業
奉
仕

•
年
輪
経
営

毎
年
少
し
づ
つ

増
収
、
増
益
、
雇
用
増
を
実
現

•
社
員
満
足
度
が
高
い

•
お
客
様
満
足
度
が
高
い

•
人
を
大
切
に
す
る
経
営
を
実
践
す
る
こ
と
で
実
現
す
る

•
経
営
理
念
に
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る

•
そ
の
た
め
の
予
算
（
研
修
費
）
が
毎
期
組
ま
れ
て
い
る

•
若
い
社
員
の
定
期
採
用
、
教
育
、
幹
部
へ
の
昇
進
、
が
見
え
る

職
業
人
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

•求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
っ
と
も
効
果
的
に
継
続
的
に
成
果
を
あ
げ
る

•成
果
と
は
企
業
の
場
合

売
上
、
利
益
、
雇
用
増

•
専
門
職
業
の
場
合

利
用
者
数
お
役
立
ち
の
量
雇
用
増

•つ
ま
る
と
こ
ろ
、
長
期
的
、
継
続
的
な
成
長
で
は
な
い
か

•ロ
ー
タ
リ
ア
ン
を
長
く
し
て
い
て
、
そ
の
人
の
職
業
が
ど
う
な
っ
て
来
た
か

•企
業
で
あ
れ
ば
増
収
、
増
益
、
社
員
数
増
が
評
価
指
標

•そ
の
結
果
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
企
業
に
な
る
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企
業
組
織
に
与
え
た
影
響

•
人
の
採
用
、
育
成
、
キ
ャ
リ
ア
→
働
き
方
改
革

•
大
量
の
新
卒
一
括
採
用
の
崩
壊

•
各
人
ご
と
の
給
与
査
定
、
幅
は
大
き
く
広
が
っ
た

•
こ
れ
は
教
育
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た

•
例
え
ば
東
大
に
行
っ
て
、
中
央
官
庁
や
大
企
業
に
就
職
す
る
こ

と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
な
っ
た
。
組
織
に
依
存
し
て
は
良
い
人

生
を
生
き
ら
れ
な
い

•
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
夢
中
に
な
っ
て
没
頭
す
る
こ
と
が
で

き
る
組
織
が
も
っ
と
も
人
財
を
集
め
る

知
識
基
盤
社
会
に
な
っ
て
起
こ
っ

た
こ
と

•
I
C
T技
術
が
中
心
に
な
っ
た
→

D
X 
が
始
ま
っ
た

•
I
C
Tは
単
な
る
道
具
で
は
な
く
、
価
値
を
生
み
出
す
仕
組
み
に

な
る •
道
具
と
し
て
使
っ
た
の
が
多
く
の
日
本
企
業
、

E
R
P
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
あ
た
っ
て
自
社
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
、
自
分
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
官
庁
も
然
り
。
→
日
本
の
国
際
競
争
力
は
ズ
ル
ズ
ル
低
下

•
G
l
o
b
a
l
化

•
価
値
を
生
み
出
す
源
泉
は
人
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
考
え
る
人
。

•
必
要
な
の
は
解
説
や
解
釈
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア

•
企
業
組
織
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響

知
識
基
盤
社
会
の
中
で

•
工
業
社
会
か
ら
知
識
基
盤
社
会
へ
の
転
換

•
物
、
資
本
、
で
は
な
く
知
識
が
最
も
価
値
あ
る
資
源

•
知
識
は
人
に
つ
い
て
い
る

•
人
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
組
織
は
発
展
で
き
な
い

•
人
を
定
期
的
に
採
用
し
て
育
て
る
こ
と
が
重
要

•
人
は
自
分
が
成
長
で
き
る
と
こ
ろ
に
集
ま
り
ま
す

•
そ
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
そ
の
結
果
、
「
年
輪
経
営
」
に
な
る

•
毎
年
、
少
し
づ
つ
増
収
、
増
益
、
増
員
→
年
輪

経
営
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
の
役
割

•
外
部
環
境
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
れ
に
適
応
し
た
戦
略
を
立
て

る

•
職
場
の
全
員
が
そ
れ
を
理
解
し
、
共
に
力
を
合
わ
せ
る

•
こ
の
二
つ
を
実
現
す
る
こ
と

•
ブ
レ
な
い
優
先
順
位

社
員
と
そ
の
家
族
、
取
引
先
、
顧
客
、

地
域
社
会
、
株
主

•
経
営
者
の
役
割
は
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
、

業
績
を
あ
げ
る
の
は
社
員
の
役
割
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期
待
さ
れ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
役
割
＝
リ
ー
ダ
ー

の
育
成

•
日
本
社
会
は
改
革
が
必
要

コ
ロ
ナ
で
課
題
が
浮
き
彫
り

D
X
待
っ
た
無
し

•
社
会
課
題
の
多
く
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
課
題
と
共
通

高
齢
化
・
人
口
減
少
・

低
成
長

•
各
地
域
に
改
革
を
実
現
す
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要

知
恵
と
勇
気

•
定
着
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
地
域
活
性
化
に
活
か
す

ク
ラ
ブ
の
柔
軟
性

•
リ
ー
ダ
ー
を
生
み
出
せ
る
の
は
本
来
ロ
ー
タ
リ
ー
し
か
な
い

•
元
々
事
業
所
の
リ
ー
ダ
ー
、
職
業
（
事
業
）
と
地
域
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ

•
そ
の
期
待
に
応
え
て
こ
そ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
！

知
識
基
盤
社
会
に
適
合
し
た
人
間
尊
重
経
営

•そ
の
実
践
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
は
高
収
益
成
長
企
業

•利
益
率
が
高
い
、
そ
れ
が
持
続
す
る

•
社
員
が
自
分
で
考
え
て
い
る
か
ら

•
人
財
が
育
つ

•
そ
れ
を
見
て
、
新
た
な
人
財
が
集
ま
る

•最
大
の
社
会
貢
献
雇
用
、
地
域
経
済
活
性
化
、
果
実
の
地
域
へ
の
還
元

•職
業
奉
仕
そ
の
も
の
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所属クラブ

職業分類  

生年月日  

最終学歴  

勤務先  

勤務先役職

熊本城東ロータリークラブ

内科医			 

1951 年（昭和 26 年）10 月 6 日		

東京慈恵会医科大学	

医療法人 永田会

理事長

【公　職】
熊本県上益城郡医師会顧問

【ロータリー関係】
1994年9月　　 熊本城東ロータリークラブ入会				  

2006～2007　  2720 地区国際奉仕委員長					   

2006年11月～2007年6月          						    

	 　　　  熊本りんどうロータリークラブ特別代表			 

2008～2009　　熊本城東ロータリークラブ会長				  

2012～2013　　地区クラブ管理運営部門部門長					   

2015～2016　　地区青少年交換委員長						   

2017～2018　　 2720 地区ガバナー						    

2018〜2021      第 3 地域ロータリー財団地域コーディネーター補佐		

2020 〜　　　　  2720 地区研修リーダー			 

ロータリー財団メジャードナー（レベル３）

べネファクター

米山功労者（メジャードナー）

講演者　永田壮一パストガバナー紹介
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19
17

 年
：
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
設
立
（
ア
ー
チ
・
ク
ラ
ン
プ
）

19
22

 年
:国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

(R
I)
に
改
称

   
   

   
   
ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領
・
定
款
・
細
則
改
正

   
   

  R
.I

.B
.I

. 
に
対
し
て
地
域
運
営
が
認
め
ら
れ
る
。

19
23

 年
:セ
ン
ト
ル
イ
ス
国
際
大
会
で
「
決
議

 2
3-

34
」
を
採
択
。

   
   

   
  「
綱
領
に
基
づ
く
諸
活
動
に
関
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
指

   
   

   
   

 針
」
と
し
て
“

se
rv

ic
e,

 n
ot

 s
el

f”
と
“

H
e 

pr
of

it
s 

   
   

   
   

 m
os

t 
w

ho
 s

er
ve

s 
be

st
.”

 が
併
記
さ
れ
た
。

   
   

  ＊
9月

1日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
対
し

RI
よ
り
見

   
   

   
   

   
 舞
金
が
送
ら
れ
る
。

19
27

 年
:「
ロ
ー
タ
リ
ー
道
徳
律
」
は
全
世
界
の
有
用
性
に
関
し
意

見
の
一
致
を
欠
く
と
の
理
由
で
改
訂
。
翌
年
「
綱
領
」

に
重
き
を
お
く
こ
と
に
改
め
ら
れ
る
。

 
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ス
テ
ン
ド
大
会
で
「
四
大
奉
仕
」
が
組

織
化
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
強
い
要
望
に
よ
り

 職
業
奉
仕

は
“

Vo
ca

ti
on

al
 S

er
vi

ce
”と
命
名
さ
れ
て
四
大
奉
仕
の

一
つ
に
組
み
込
ま
れ
る
。

 
そ
れ
ま
で
は
「

Bu
si

ne
ss

 M
et

ho
d 
委
員
会
」
が
職
業
奉
仕
を

担
当
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
の
改
名
に
よ
り
以
後
「
職
業
天
職

論
」
が
主
流
と
な
る
。

 

20
20

11
99
00
55
  
年年

  
22
月月

22
33
日日

、、
シシ

カカ
ゴゴ

・・
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

クク
ララ

ブブ
創創

立立
11
99
00
77
  
年年

  
ポポ

ーー
ルル

・・
ハハ

リリ
スス

がが
シシ

カカ
ゴゴ

RR
CC
のの

会会
長長

にに
就就

任任
  

  
  
  
  
  
  
  
親親

睦睦
互互

恵恵
にに

対対
しし

、、
公公

衆衆
便便

所所
設設

置置
運運

動動
等等

のの
社社

会会
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
的的

奉奉
仕仕

活活
動動

のの
気気

運運
がが

起起
ここ

るる
。。

  
11
99
00
88
  
年年

::
アア

ーー
ササ

ーー
・・

FF
・・

シシ
ェェ

ルル
ドド

ンン
がが

シシ
カカ

ゴゴ
・・

ロロ
ーー

タタ
リリ

ーー
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
クク

ララ
ブブ

にに
入入

会会
。。

情情
報報

拡拡
大大

委委
員員

長長
とと

しし
てて

自自
らら

創創
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
案案

しし
たた

職職
業業

奉奉
仕仕

理理
念念

をを
導導

入入
。。

11
99
11
00
  
年年

::
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

のの
綱綱

領領
制制

定定
  

11
99
11
11
  
年年

::
全全

米米
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

クク
ララ

ブブ
連連

合合
会会

((
国国

際際
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

のの
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
前前

身身
))
ポポ

ーー
トト

ララ
ンン

ドド
大大

会会
でで

アア
ーー

ササ
ーー

・・
  
FF
・・

シシ
ェェ

ルル
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
ドド

ンン
のの

提提
唱唱

にに
よよ

るる
職職

業業
奉奉

仕仕
のの

スス
ロロ

ーー
ガガ

ンン
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
““

HH
ee
  
pp
rr
oo
ff
ii
tt
ss
  
mm
oo
ss
tt
  
ww
hh
oo
  
ss
ee
rr
vv
ee
ss
  
ff
ee
ll
ll
oo
ww
ss
  
bb
ee
ss
tt
..
””

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
がが

ロロ
ーー

タタ
リリ

ーー
大大

会会
宣宣

言言
のの

結結
語語

にに
採採

択択
ささ

れれ
るる

。。
  

11
99
11
22
  
年年

::
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

のの
綱綱

領領
改改

定定
  

11
99
11
55
  
年年

::
全全

米米
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

クク
ララ

ブブ
国国

際際
連連

合合
会会

ササ
ンン

フフ
ララ

ンン
シシ

スス
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
ココ

第第
66
回回

年年
次次

大大
会会

にに
てて

「「
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

  
道道

徳徳
律律

」」
をを

採採
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
択択

。。
  
職職

業業
人人

とと
しし

てて
のの

実実
践践

道道
徳徳

のの
指指

針針
とと

ささ
れれ

たた
。。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
((
→→

11
99
55
11
  
年年

にに
廃廃

止止
))
  
ロロ

ーー
タタ

リリ
ーー

のの
綱綱

領領
改改

定定
。。

標標
準準

定定
款款

・・
模模

範範
細細

則則
採採

用用
  

ガガ
イイ

・・
ガガ

ンン
デデ

ィィ
カカ

ーー
「「

ロロ
ーー

タタ
リリ

ーー
通通

解解
」」

発発
刊刊

ロロ
ーー

タタ
リリ

ーー
のの
歴歴

史史
にに

見見
るる
職職
業業

奉奉
仕仕

のの
変変
遷遷

20
20

19
05
〜

19
27

ロ
ー
タ
リ
ー
の
黎
明
期
：
恐
慌
と
ア
メ
リ
カ
の
暗
黒
時
代
・
市
場
経
済
至

（
時
代
背
景
）

上
主
義
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム

職
業
倫
理
の
欠
如
→
倫
理
概
念
→
友
情
と
寛
容
→
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
のの
理理
念念
のの
確確
立立

19
28
〜

19
86

  ロ
ー
タ
リ
ー
の
発
展
期

恐
慌
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
→
東
西
冷
戦
→
世
界
経
済
バ
ブ
ル
→
貧
富
の
格
差

19
87
〜

20
04

世
界
の
変
化
：
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
ソ
連
の
民
主
化
世
界
経
済

の
成
熟
化
新
興
国
の
台
頭
経
済
の
二
極
化

多
様
化
の
時
代
へ
の
移
行

20
05
〜
現
在
ロ
ー
タ
リ
ー
の
変
化
期

国
ま
た
は
地
域
の
倫
理
観
・
地
域
紛
争
の
遷
延
化
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
・
移
民

職
業
倫
理
と
人
道
的
な
倫
理
観
・
博
愛
主
義
と
民
族
融
和
主
義

20
20

職
業
奉
仕
の
理
念
と
歴
史
を
紐
解
く

RI
D

27
20

 職
業
奉
仕
セ
ミ
ナ
ー

20
20

.1
1.

21

RI
D

 D
G
（

20
17

~2
01

8）
永
田
壮
一

20
20

－ 13 －－ 13 －



ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
時
の
思
想

前
に
も
述
べ
た
「
共
通
の
仕
事
に
協
力
せ
よ
。
・
・
・
・
・
」

＊＊
一一
業業
種種
一一
人人
のの
大大
前前
提提

Vo
ca

ti
on

al
 S

er
vi

ce
へへ

「
彼
ら
の
間
に
は
宗
教
上
及
び
政
治
上
の
議
論
は
友
好
を
妨
害
す
る
恐
れ
あ
り

と
し
て
、
こ
れ
を
禁
じ
て
い
た
。
」

（
P.
ハ
リ
ス
の
祖
先
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
。
ま
た
、
第
一
次
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
多
く
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
各
宗
が
存
在
。
）

「
よ
く
「
知
り
合
う
」
と
い
う
こ
と
が
、
大
切
な
中
間
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
迷
え
る

人
の
心
を
治
し
、
無
益
な
猜
疑
を
解
消
し
て
概
ね
友
愛
に
ま
で
成
熟
す
る
。
」

ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
：
奉
仕
の
機
会
と
し
て
知
り
合
い
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
友
愛
と
寛
容
の
精
神
を
持
っ
て
友
情
を
育
む
仲
間
（

Fe
llo

w
sh

ip
）

＊＊
友友
情情
をを
培培
いい
友友
愛愛
のの
精精
神神
をを
鼓鼓
吹吹
すす
るる

Cl
ub

 S
er

vi
ce

ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
クク
ララ
ブブ
にに
最最
初初
かか
らら
存存
在在
しし
たた
、、
職職
業業
奉奉
仕仕
とと
クク
ララ
ブブ
奉奉
仕仕

20
20

「
す
べ
て
の
考
慮
を
職
業
奉
仕
に
集
中
し
よ
う
と
す
る
思
想
は
、
理
論
的
帰
結
に
お
い
て
一
つ

の
事
態
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
業
道
徳
の
向
上
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
世
界
的
大
同

団
結
な
る
も
の
は
、
単
に
そ
れ
自
体
大
き
な
価
値
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
各
国
間
の
親
善
増
進

に
寄
与
す
る
価
値
は
大
き
い
。
し
か
し
ロ
ー
タ
リ
ー
は
創
立
以
来
、
そ
の
若
干
の
目
的
の
中
に

特
に
あ
る
優
位
を
許
与
し
た
こ
と
は
か
っ
て
な
か
っ
た
。
」

し
か
し
現
実
に
は
、
「
商
業
サ
ー
ビ
ス
」
（
シ
ェ
ル
ド
ン
主
導
）

と
「
人
道
的
支
援
」
（
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
が
支
持
）
と
の
ロ
ー
タ

リ
ー
活
動
の
路
線
対
立
で
あ
っ
た
。

決
議

23
-3

4：
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
に
基
づ
く
諸
活
動
に
関
す
る
方
針

19
26
年
に
「
社
会
奉
仕
に
関
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
方
針
」
へ
変
更

そ
れ
で
は
、
決
議
２
３
ー
３
４
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

「
個
々
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
事
実
上
の
完
全
な
自
治
を
認
め
る
も
の
で
し
た
。
」

「
他
方
に
お
い
て
、
一
つ
の
行
動
が
、
他
の
行
動
を
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と

を
厳
に
戒
告
し
た
も
の
で
し
た
。
」

20
20

ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
本
的
な
理
念
は
、

19
05
年
か
ら

19
27
年
ま
で

に
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

理
論
派
と
実
践
派
に
分
か
れ
た
論
争
。
→
「
決
議

23
−3

4」

エ
ド
ガ
ー
・
ア
レ
ン
（

Ed
ga

r 
Al

le
n）

19
18
年
オ
ハ
イ
オ
州
エ
リ
リ
ア

RC
に
入
会
。
身
体
障
害
児

救
済
の
た
め
に
全
米
身
体
障
害
児
協
会
を
設
立
。
積
極
的

に
社
会
奉
仕
活
動
を
実
践
。
こ
う
い
っ
た
、
行
動
実
践
派

と
ロ
ー
タ
リ
ー
理
論
派
と
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
た
。

理
論
派
；
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
心
に
「
奉
仕
の
心
を
形
成
」

す
る
こ
と
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
本
旨
。

実
践
派
；
「
奉
仕
活
動
の
実
践
」
こ
そ
が
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
使
命
。

  
  

   
  

  
   

  
 （
ロ
ー
タ
リ
ー
崩
壊
の
危
機
）

20
20

19
18
年
国
際

RC
連
合
会
の
定
款
の

th
e

Id
ea

lo
f

SE
RV

IC
Eは

H
e 

pr
of

it
s 

m
os

t 
w

ho
 s

er
ve

s 
be

st
の
（
商
業
サ
ー
ビ
ス
）

だ
っ
た
が

19
21
年
の
定
款
第
４
条
に
別
に
新
し
く
「

th
e 

Ro
ta

ry
 id

ea
l o

f 
se

rv
ic

e」
が
出
現
。

２
つ
の

Id
ea

l o
f 

Se
rv

ic
eの
意
味
は
？
？

R.
I.

B.
Iの
パ
ス
カ
ル
会
長
：

Fo
ur

 A
ve

nu
es

 o
f 

Se
rv

ic
e（
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の

４
路
線
）

①
 R

.I
.B

.I
の

pr
of

it
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違

②
 商
業
サ
ー
ビ
ス
が
人
道
的
サ
ー
ビ
ス
に
合
致
し
な
い

③
複
雑
な
宗
教
的
な
考
え
方
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
）

④
Vo

ca
ti

on
al

 S
er

vi
ce
に
包
括
す
る
宗
教
論
争

Ar
th

ur
 F

re
de

ri
ck

Sh
el

do
n

シ
ェ
ル
ド
ン
排
斥
運
動
。

19
30
年
退
会
。

19
31
年
「
倫
理
訓
」
領
布
禁
止
。

19
35
年
、
定
款
か
ら
商
業
サ
ー
ビ
ス
が
排
除
さ
れ

Se
rv

ic
eが
一
本
化
。

シ
ェ
ル
ド
ン
の
没
年
も

19
35
年
：
何
か
の
因
縁
？
？

ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の
４
路
線

四
大
奉
仕
部
門

20
20

－ 14 －



なな
ぁぁ
ーー
んん
だだ
！！
「「
奉奉
仕仕
のの
理理
念念
」」
がが
解解
れれ
ばば
「「
職職
業業
奉奉
仕仕
」」
はは
解解
るる
んん

だだ
。。

し
か
も
、
「
奉
仕
の
理
念
」
は
二
つ
の
標
語
だ
し
・
・
・
簡
単
、
簡
単

そ
う
な
ん
で
す
！

で
は
、
「
超
我
の
奉
仕
」
と
は
？

超
我
の
奉
仕
（

Se
rv

ic
e 

ab
ov

e 
Se

lf
）
：
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
リ
ン
ズ
が

演
説
で
言
っ
た
言
葉
で
す
。
当
初
は
「

Se
rv

ic
e,

 n
ot

 S
el

f」
で
し
た
。

米
山
梅
吉
翁
は
「
奉
仕
第
一
、
自
己
第
二
」
と
訳
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
田

中
作
次
元

RI
会
長
は
「
利
他
の
心
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

Pa
ul

 H
ar

ri
sは

著
書
「

Th
is

 R
ot

ar
ia

n 
Ag

e」
で
「
マ
タ
イ
の
福
音
書
」
の
黄
金
律
を

度
々
引
用
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
超
我
の
奉
仕
は
自
ら
の
利
益
な
ど
一
切
考
え
ず
に
常
に
相
手
の

利
益
（
金
銭
で
は
な
い
）
の
事
を
考
え
て
行
動
す
る
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

職
業
上
の
「
奉
仕
の
理
念
の
実
践
」
と
は
、
自
ら
の
利
益
は
考
え
ず
に
常

に
先
ず
顧
客
の
利
益
を
考
え
て
仕
事
を
す
る
事
な
の
で
す
。

20
20

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
第
一
標
語

SE
RV

IC
E

ab
ov

e
SE

LF
（（
超超
我我
のの
奉奉
仕仕
））

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
第
二
標
語

O
ne

 P
ro

fi
ts

 M
os

t 
W

ho
 S

er
ve

s 
Be

st
.

（（
最最
もも
よよ
くく
奉
仕
す
る
者
、
最
も
多
く
報
い
ら
れ
る
）

「 「
奉奉
仕仕
のの
理理
念念
」」
＝＝
二二
つつ
のの
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
標標
語語

「「
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
のの
基基
本本
理理
念念
」」
＝＝
手手
続続
要要
覧覧
のの
１１

.ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
のの
基基

本本
理理
念念

にに
書書
かか
れれ
たた
「「
決決
議議

23
-3

4」」
「「
４４
つつ
のの
テテ
スス
トト
」」

「「
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
のの
目目
的的
」」
「「
五五
大大
奉奉
仕仕
部部
門門
」」
そそ
しし
てて
、、
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
章章

典典
にに
書書
かか
れれ
たた
「「
青青
少少
年年
とと
接接
すす
るる
際際
のの
行行
動動
規規
範範
にに
関関
すす
るる
声声
明明
」」

「「
国国
際際
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
のの
標標
語語
」」
「「
国国
際際
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
のの
使使
命命
」」
「「
ロロ
ーー
タタ

リリ
ーー
財財
団団
のの
使使
命命
」」

20
20

20
10
年

:手
続
要
覧
に
「
決
議

23
-3

4」
を
継
続
保
存
と
決
定
。

ま
た
、
「
四
大
奉
仕
」
→
「
五
大
奉
仕
」
と
な
る
。

20
11

 年
:ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
職
業
宣
言
→
ロ
ー
タ
リ
ー
の
行
動
規
範

20
14
年

:「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
行
動
規
範
」
の
第
５
項
を
削
除

20
16
年

:E
-ク
ラ
ブ
と
ク
ラ
ブ
の
垣
根
が
な
く
な
る
。

20
19
年

:ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が

RI
に
加
入

そ
れ
で
は
、
職
業
奉
仕
と
は
何
？

標
準
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
定
款
第
６
条
五
大
奉
仕
部
門
か
ら
読
み
解
く
と

「
自
ら
の
職
業
で
奉
仕
の
理
念
を
実
践
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
念
に
従
っ
て

事
業
を
行
い
、
そ
の
中
で
得
た
職
業
上
の
ス
キ
ル
を
奉
仕
事
業
で
役
立
て
る

事
」
と
あ
り
ま
す
。

20
20

19
27
年
以
降
の
職
業
奉
仕
に
関
す
る
歴
史

19
50

 年
:デ
ト
ロ
イ
ト
大
会
「
決
議

50
-1

1」
”S

er
vi

ce
 a

bo
ve

 s
el

f”
と

   
   

  
   

  
“H

e 
pr

of
it

s 
m

os
t 

w
ho

 s
er

ve
s 

be
st

”が
同
格
で
ロ
ー
タ
リ
ー

   
   

  
   

  
の
公
式
モ
ッ
ト
ー
に
決
定
。

19
79

 年
:職
業
奉
仕
週
間
新
設

19
87

 年
:R

I職
業
奉
仕
委
員
会
復
活

19
89

 年
:「
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
職
業
宣
言
」

“S
er

vi
ce

 a
bo

ve
 s

el
f”
を
第
一
モ
ッ
ト
ー
に

”H
e 

pr
of

it
s 

m
os

t

   
   

  
   

  
w

ho
 s

er
ve

s 
be

st
”を
第
二
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
。

20
07

 年
:標
準
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
定
款
に
「
四
大
奉
仕
部
門
」
が
追
加
。

   
   

  
   

  
D

LP
 C

LP
の
導
入

   
   

  
   

  

20
20
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ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

20
20

奉
仕
の
理
念
（

Id
ea

lo
f

Se
rv

ic
e）
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。

『
ロ
ー
タ
リ
ー
解
説
書
』
の
著
者
は
こ
れ
に
関
す
る
種
々
の
言

説
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
言
葉
は
異
な
る
が
精
神
は
一

つ
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
人
曰
く
「
己
の
欲
す
る
善
を
他
人
の
た
め
に
求
め

よ
」
。
ペ
ル
シ
ャ
人
曰
く
「
汝
施
さ
れ
ん
と
欲
す
る
所
を
施

せ
」
。
仏
陀
曰
く
「
人
は
己
の
た
め
に
欲
す
る
福
善
を
他
人
の

た
め
に
求
む
べ
き
も
の
な
り
」
。
孔
子
曰
く
「
汝
の
欲
せ
ざ
る

所
を
他
人
に
施
す
事
な
か
れ
」
。
最
後
に
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
曰

く
「
汝
他
人
よ
り
与
え
ら
れ
ん
と
欲
す
る
全
て
を
他
人
に
与
え

よ
」
。

ポ
ー
ル
・

P・
ハ
リ
ス
（
１
９
３
５
年
）

20
20

そそ
うう
しし
てて
、、
「「
４４
つつ
のの
テテ
スス
トト
」」
にに
照照
らら
しし
合合
わわ
せせ
てて
行行
動動
しし
、、
自自

らら
のの
職職
業業
でで
、、
ああ
るる
いい
はは
同同
業業
者者
のの
倫倫
理理
観観
をを
発発
展展
ささ
せせ
てて
いい
けけ
ばば
、、

シシ
ェェ
ルル
ドド
ンン
がが
言言
っっ
たた
「「
O
ne

pr
of
it
s
m
os
t
w
ho

se
rv
es

be
st
」 」
（（
最最
もも
良良
くく
奉奉
仕仕
すす
るる
もも
のの
、、
最最
もも
多多
くく
報報
いい
らら
れれ
るる
））
通通

りり
にに
なな
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。

更更
にに
、、
五五
大大
奉奉
仕仕
部部
門門
のの
第第
２２
にに
書書
いい
てて
ああ
るる
よよ
うう
にに
、、
クク
ララ
ブブ
にに

おお
いい
てて
はは
、、
そそ
うう
しし
たた
職職
業業
奉奉
仕仕
のの
実実
践践
でで
得得
らら
れれ
たた
職職
業業
上上
のの
スス

キキ
ルル
やや
ノノ
ウウ
ハハ
ウウ
をを
クク
ララ
ブブ
でで
行行
うう
奉奉
仕仕
活活
動動
にに
活活
かか
しし
てて
いい
くく
事事

をを
推推
奨奨
しし
てて
いい
まま
すす
。。

文文
字字
通通
りり
、、
職職
業業
奉奉
仕仕
ここ
そそ
がが
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー
のの
金金
看看
板板
とと
言言
わわ
れれ
るる

理理
由由
がが
ここ
ここ
にに
ああ
りり
まま
すす
。。

「「
職職
業業
奉奉
仕仕
」」
ここ
そそ
唯唯
一一
、、
世世
界界
にに
発発
信信
でで
きき
るる
ロロ
ーー
タタ

リリ
ーー
のの
崇崇
高高
なな
理理
念念
なな
のの
でで
すす
。。

20
20
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敬称略

役役　　　　職職 氏氏　　名名 ククララブブ 会会場場

ガバナー 硯川　昭一 熊本江南 熊本

パストガバナー 木下　光一 大分城西 大分

パストガバナー・地区研修リーダー 永田　壮一 熊本城東 熊本

パストガバナー 髙山泰四郎 大分1985 大分

ガバナーエレクト 大森　克磨 大分キャピタル 大分

ガバナーノミニー 堀川　貴史 熊本南 熊本

大分第一Ｇガバナー補佐 横尾　精二 日田中央 大分

大分第二Ｇガバナー補佐 江上　公信 宇佐八幡 大分

大分第四Ｇガバナー補佐 和田　正敏 大分臨海 大分

熊本第一Ｇガバナー補佐 秋吉　克洋 玉名中央 熊本

熊本第二Ｇガバナー補佐 山下　和貴 菊池 オンライン

熊本第三Ｇガバナー補佐 小糸　興紀 熊本水前寺公園 熊本

熊本第四Ｇガバナー補佐 木村　　初 熊本西南 オンライン

熊本第五Ｇガバナー補佐 岡崎　浩信 宇土 オンライン

熊本第六Ｇガバナー補佐 宮原　正名 人吉中央 熊本

熊本第七Ｇガバナー補佐 田河　定茂 本渡 熊本

地区研修委員会副委員長 上野　公則 日出 熊本

地区研修委員会副委員長 中川　貴夫 人吉 熊本

地区研修委員会委員 作守　順子 宇土 熊本

職業奉仕部門担当研修委員 杉尾　健一郎 玉名中央 熊本

職業奉仕部門長 木下　修 熊本 熊本

職業奉仕副部門長 片山　勇 2720JapanO.K.REC 大分

職業奉仕委員会副委員長 古田　哲朗 熊本東南 熊本

職業奉仕委員会委員 宮川　義行 熊本東南 熊本

職業奉仕委員会委員 大村谷　輝 大分 大分

職業奉仕委員会委員 平野　隆三 人吉中央 熊本

地地区区役役員員出出席席者者名名簿簿地区役員出席者名簿地区役員出席者名簿

－ 17 －－ 16 －



敬称略

Ｇ クラブ名 氏名 役職名 会場 Ｇ クラブ名 氏名 役職名 会場

末永　克典 会長 オンライン 中野　大輔 奉仕プロジェクト委員長 オンライン

大東　慶久 職業奉仕委員長 オンライン 園田　　忠 職業奉仕委員長 オンライン

日　　田 松本　裕二 職業奉仕委員長 大分 大分南 三股　正幸 職業奉仕委員長 オンライン

河野　誠男 会長 オンライン 大分中央 久保田　哲 職業奉仕委員 オンライン

久末　京泰 奉仕プロジェクト委員長 オンライン 大分1985 菊池　武司 職業奉仕委員長 大分

日田中央 諫山　悦子 職業奉仕委員長 オンライン 大分城西 芳﨑　一郎
地区研修委員

職業奉仕委員長
大分

玖　　珠 吉光　幸夫 職業奉仕委員長 大分 大分ｷｬﾋﾟﾀﾙ 高野　幸史 職業奉仕委員長 大分

中津平成 - - 欠席 前田　雅史 会長 大分

豊後高田 原田　英一 職業奉仕委員 大分 尾林　邦生 青少年奉仕員 大分

末宗　為十 職業奉仕委員長 大分 松岡　祥仁 職業奉仕委員 熊本

本庄　伸子
地区管理運営副部門長

SAA
熊本 松浦　　倫 国際奉仕副委員長 オンライン

杵　　築 - - 欠席 村田　　武 職業奉仕委員長 オンライン

くにさき - - 欠席 竹　　田 - - 欠席

吉本　幸成 青少年・職業奉仕部門長 大分 佐　　伯 御手洗和子 職業奉仕委員長 大分

永松何奈子 Ｒ財団委員長 オンライン 臼　　杵 - - 欠席

川島　律男 職業奉仕委員長 オンライン 津久見 徳脇　伸明 職業奉仕委員長 オンライン

高橋　宣宏 幹事 オンライン 豊後大野 佐藤　玉枝 職業奉仕委員長 大分

別　　府 - - 欠席 臼杵中央 - - 欠席

別府北 - - 欠席 石井　龍馬 職業奉仕委員長 オンライン

別府東 沼田　守生 職業奉仕委員長 オンライン 管　　博久 会長 オンライン

日出 上野　浩伸 直前会長 熊本 脇田　佳幸 幹事 オンライン

別府中央 - - 欠席 山　　鹿 - - 欠席

湯布院 - - 欠席 玉　　名 大石　　勉 会長 オンライン

小野日出明 職業奉仕委員長 大分 甲斐田誠義 会長 オンライン

幸　　英治 職業奉仕副委員長 大分 谷口　祐介 幹事 オンライン

裏　　正亘 職業奉仕委員長 大分 上田　勝久 職業奉仕委員長 オンライン

菅　　雅幸 職業奉仕委員長 オンライン 仲島　光晴 職業奉仕委員 オンライン

宇佐八幡

宇佐2001

大
分
第
三

熊
本
第
一

大
分
第
四

大　　分

荒　　尾

大分東

出出席席者者名名簿簿

大
分
第
一

中　　津

大
分
第
四

大分臨海

中津中央

2720JapanO.
K.REC

大
分
第
二

宇　　佐

大
分
第
五

佐伯MARINE

－ 19 －－ 18 －



敬称略

Ｇ クラブ名 氏名 役職名 会場 Ｇ クラブ名 氏名 役職名 会場

末永　克典 会長 オンライン 中野　大輔 奉仕プロジェクト委員長 オンライン

大東　慶久 職業奉仕委員長 オンライン 園田　　忠 職業奉仕委員長 オンライン

日　　田 松本　裕二 職業奉仕委員長 大分 大分南 三股　正幸 職業奉仕委員長 オンライン

河野　誠男 会長 オンライン 大分中央 久保田　哲 職業奉仕委員 オンライン

久末　京泰 奉仕プロジェクト委員長 オンライン 大分1985 菊池　武司 職業奉仕委員長 大分

日田中央 諫山　悦子 職業奉仕委員長 オンライン 大分城西 芳﨑　一郎
地区研修委員

職業奉仕委員長
大分

玖　　珠 吉光　幸夫 職業奉仕委員長 大分 大分ｷｬﾋﾟﾀﾙ 高野　幸史 職業奉仕委員長 大分

中津平成 - - 欠席 前田　雅史 会長 大分

豊後高田 原田　英一 職業奉仕委員 大分 尾林　邦生 青少年奉仕員 大分

末宗　為十 職業奉仕委員長 大分 松岡　祥仁 職業奉仕委員 熊本

本庄　伸子
地区管理運営副部門長

SAA
熊本 松浦　　倫 国際奉仕副委員長 オンライン

杵　　築 - - 欠席 村田　　武 職業奉仕委員長 オンライン

くにさき - - 欠席 竹　　田 - - 欠席

吉本　幸成 青少年・職業奉仕部門長 大分 佐　　伯 御手洗和子 職業奉仕委員長 大分

永松何奈子 Ｒ財団委員長 オンライン 臼　　杵 - - 欠席

川島　律男 職業奉仕委員長 オンライン 津久見 徳脇　伸明 職業奉仕委員長 オンライン

高橋　宣宏 幹事 オンライン 豊後大野 佐藤　玉枝 職業奉仕委員長 大分

別　　府 - - 欠席 臼杵中央 - - 欠席

別府北 - - 欠席 石井　龍馬 職業奉仕委員長 オンライン

別府東 沼田　守生 職業奉仕委員長 オンライン 管　　博久 会長 オンライン

日出 上野　浩伸 直前会長 熊本 脇田　佳幸 幹事 オンライン

別府中央 - - 欠席 山　　鹿 - - 欠席

湯布院 - - 欠席 玉　　名 大石　　勉 会長 オンライン

小野日出明 職業奉仕委員長 大分 甲斐田誠義 会長 オンライン

幸　　英治 職業奉仕副委員長 大分 谷口　祐介 幹事 オンライン

裏　　正亘 職業奉仕委員長 大分 上田　勝久 職業奉仕委員長 オンライン

菅　　雅幸 職業奉仕委員長 オンライン 仲島　光晴 職業奉仕委員 オンライン

宇佐八幡

宇佐2001

大
分
第
三

熊
本
第
一

大
分
第
四

大　　分

荒　　尾

大分東

出出席席者者名名簿簿

大
分
第
一

中　　津

大
分
第
四

大分臨海

中津中央

2720JapanO.
K.REC

大
分
第
二

宇　　佐

大
分
第
五

佐伯MARINE

敬称略

Ｇ クラブ名 氏名 役職名 会場 Ｇ クラブ名 氏名 役職名 会場

熊
一

玉名中央 杉尾健一郎 職業奉仕委員長 熊本 八　　代 岩橋　恵一 職業奉仕委員長 オンライン

渡邉　冨廣 職業奉仕委員長 熊本 八代北 - - 欠席

小嶋　維男 社会奉仕委員長 熊本 八代南 市野　誠也 地区研修委員 オンライン

肥後大津 桑住賢二郎 職業奉仕委員長 熊本 宇　　土 作守　順子
SAA

地区研修委員
熊本

菊　　池 角田　昭吉 職業奉仕委員長 オンライン 八代東 齋藤　　正 職業奉仕委員長 オンライン

肥後小国 欠席 宇 城 土谷　壮司 会長 熊本

熊本菊南 村上　孝行 職業奉仕委員長 熊本 人　　吉 中川　貴夫
地区研修副委員長
公共イメージ委員長

熊本

熊本'05福祉 横山恵美子 職業奉仕委員長 熊本 水　　俣 - - 欠席

熊本りんどう 廣田　雅人 職業奉仕委員長 オンライン 多良木 秋山二三幸 職業奉仕委員長 熊本

目黒　純一 理事 熊本 芦　　北 川尻　成美 職業奉仕委員長 熊本

髙橋　卓也 職業奉仕委員長 熊本 福司山芳弘 会長 熊本

川田　修一 - 熊本 岩本　　健 幹事 熊本

平木　邦昭 奉仕プロジェクト委員長 オンライン 奥村　高史 職業奉仕委員長 熊本

大久保　誠 職業奉仕委員 オンライン 天　　草 大塚　貴洋 職業奉仕副委員長 オンライン

熊本北 - - 欠席 牛　　深 福岡　得史 職業奉仕委員長 熊本

熊本東南 草村　安宏 職業担当副担当 熊本 西天草 坂西　力 奉仕プロジェクト委員長 オンライン

開 　克行 奉仕プロジェクト委員長 熊本 井立　伸一 幹事 熊本

西村まりこ
奉仕プロジェクト委員会

職業奉仕担当
オンライン 余宮　義教 職業奉仕委員長 熊本

熊本ｸﾞﾘｰﾝ 大友　利行 理事 熊本 天草ﾊﾟｰﾙﾗｲﾝ - - 欠席

熊本平成 - - 欠席

熊本水前寺
公園

- - 欠席 4466

熊本南 髙宮 　 宏 職業奉仕委員長 熊本 2233

林　  　明 会長 熊本 4411

森崎　伸晃 幹事 オンライン 111100

松下　勝司 職業奉仕委員長 オンライン

熊本西南 林田　信治 職業奉仕委員長 熊本

熊本西 本田　一夫 会長 オンライン

熊本中央 藤本　真一 職業奉仕委員長 熊本

熊本西稜 山角　智秀 副会長 熊本

熊
本
第
四

大大分分会会場場

熊本江南

オオンンラライインン

合合計計

熊
本
第
三

熊　　本

出出席席者者名名簿簿

人吉中央

熊本東

熊
本
第
七

熊本城東 天草中央

熊熊本本会会場場

熊
本
第
五

熊
本
第
二

阿　　蘇

熊
本
第
六

－ 19 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

ＲＩ第２７２０地区 ２０２０～２０２１年度  

職業奉仕ハイブリッドセミナー 
 

出 席 報 告 
期日：２０２０年１１月２１日（土） 

場所：大分市「ＫＡＴＥＴＥ」 熊本市「熊本城ホール」 

     

 

所属ＲＣ                                     

 

   氏  名                                      

上記会員は、職業奉仕ハイブリッドセミナへ出席いたしました 

 国際ロータリー第２７２０地区 

職業奉仕部門長  木下 修 

Memo

－ 21 －－ 20 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

ＲＩ第２７２０地区 ２０２０～２０２１年度  

職業奉仕ハイブリッドセミナー 
 

出 席 報 告 
期日：２０２０年１１月２１日（土） 

場所：大分市「ＫＡＴＥＴＥ」 熊本市「熊本城ホール」 

     

 

所属ＲＣ                                     

 

   氏  名                                      

上記会員は、職業奉仕ハイブリッドセミナへ出席いたしました 

 国際ロータリー第２７２０地区 

職業奉仕部門長  木下 修 

－ 21 －








